雜錄：とたぬ#らん•猫卜きるなし(檎山 ) W ノ人レ違(伊藤） 
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珍 ラ.シク ノ、無 イガ、敢テ ココ ニ 報ズル所以ノ モノハ、 一株ノ葉ノ全部ガニ岐シテキ ル. 卜云 
フバカリデナク、分岐ノ程度モ葉軸ノ下部乃至葉柄ノ基部近 クニ 迄及ンデ、斗ル事デアル。 
或ノ、年々同樣ナ狀態ヲ繰返へスノデハナイカト考へタノデ、株 
ノ、ンノママ殘シ■テ置イタ。 （檜山庫三） 

〇こたぬきらん 

こたぬきらん （Cbrex Doenitzii Boeckeler) ハ吾國諸高山 
ニョク見受ケルすげデアルガ、其雌花穗ハ多少トモ柄 7 有グ、ソ 
ノ長サハ先グ 1-4 糎位ガ普通ノ樣デアル。トコロガ、數多イ中 
ニハ稀二30糎ニモ達スル驚クべキ長柄ヲ有スルモノガアル事 
ヲ知ツタノデ、此處二其寫眞ヲオ目ニカケル。（檢山庫三） 



〇猫卜さるなし 

俗ニモ「猫卜またたび」卜言胃ハレ凡位二、猫ハまたたびヲ好 
ムガ、コレ ト 近緣ノさるなし (Actinidia arguta Plauchon ) 
ニモま■たたび二近イ作用ノアル事二氣付イテ斗ル人ハ少ナイ樣 
■ダ。但シさるなしノ場合ハ根二限ルラシイ〇 (檜山庫三） 

〇圖ノ入レ違'ヒ 

圖ノスレ間違ツタノハ時々見ル所デアルガコ、二念入リニモ 
4枚ノ圖版ガリレー式二宿換ヘシテ居ルノガアル0モウトウノ 
昔御存ジカモ知レマセンガ氣ガツイタノデ次二述べル。ソレハ 

Hookee ノ A Second Century of Ferns (1861)デ、第 78 圖 
ハ80 ノ Asplenium emarginatum ， 第 8 Q 圖ハ82 ノ Asple - 
nium Seelosii , 第 82圖ハ86 ノ SdagineMa Vogelii , 第86圖 
ハ 78 ノ Gymnopteris minor , コ レデー*囘廻ツタ事ニナル。 

(伊藤洋） 


A teratogeny of Polystichum 
varium PRESTj 
いたちしだノ畸形 



boeck 

こ六■也きらんノー型 

(羽前朝日岳產） 


〇やくしまねつたいらんノ分布追報 

本誌第十一卷十二號デ本種ノ分柑ヲ述ベタ後土井美夫氏ョリノ通信こ接シテサラニニ產 
地ヲ得タノデ、追報シテ置ク。卽チソノーツハ薩摩國野問岳デ’九州本土デハ甑島ノ對岸二位 
シ、同氏ノ採集二力、リ、ソノニツハ北九州/海上、查岐國デアツテコレハ田代善太郞氏ノ 
談話二依ル由デアル0 '後者ハ S - 馬暖流ノ影響ヲ如實二示スモノト云へ樣〇 (前川文夫） 


〇う袅まつさうノ北限地 

う袅まつさう (Sciaphila tosaensis Makino) ハほんごうさう卜共二南日本ノ珍稀ナ腐生 

— 73 — 
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植物硏究雜誌第十二卷第二號 


植物トシチ著名-デ:アル0紀州ヨリ四國ヲ經テ九州南部二分布スル。然ル處、近頃意外ノ北 
方カラコレヲ檢出: X 得夕〇ソレハ越後國市振村デアツテ九里聰雄氏ノ採集品ヲ久內淸孝氏 
. ヲ經テ入手、九里氏ハー昨昭和九年ニコレヲ發見サレタガ標本良好ナラザル-爲、昨十年改 
メテ多數ノ良好ナ個體ヲ採集ホノレマリン漬ノ標本トシテ送ラレタノデ充分二調ベルコトガ 
出來、本種チルヲ確メ得夕〇ほんごうさうノ type locality ガ天然紀念物ノ恩惠二浴シテ 
居ル今日、本種ノ上記產地モ北限地トシテ同樣充分ノ保護ヲ望ムモノデ、アル。-猶本種ノ形 
態等ニツイテハ右材料ヲ基トシテ記載卜圖トヲ作リ、近ク出版ノ運ビトナル東亞植物圖說 
第一卷第二輯（春陽堂發行） 二 載セタ故、同書ニツイテ見ラレタイ 0 (前川文夫） 

〇ひなのきんちやく ノ學名 

同屬ノかきのはぐ、さトハ又變ツテ可憐ナ小草デアルガ學名ニハ Polygala triphylla Ha ¬ 
milton ex D Don . Prodromus. Florae Nepalensis : 200 (1825) ガ使ハレテ居ル。シ 
カジソノ原記載二依レバ黃細花ヲ綴リ、葉ニノ、細鋸齒ガアルトイフ〇我々卜共ニアルひな 
のかんざ、しハ淡紅紫花ヲ開キ、葉ハ全緣デ、アル點デ異ツテ居ル 0 —方デハ又 Poly gala tri- 
phylla Burmann , fil.. Florae Capensis Prodromus : 20 (1768) 〔コ ノ書ハ有名ナ同氏ノ 
Flora Indica ノ末尾二附錄トナツテ居ル]ナル先行ノ同一名ガアツテ後出ノ上記 Hamil¬ 
ton ノ名ハ失敫スル。ソコデ北京附近ヲ type locality トスル上ニヨイ圖迄伴ツタ Poly- 

gala Tatarinowii Regel in Bull. Soc. Nat. Mosc. 34-2 : 523, t.11. f . 10-11 (1861) 
ガ當然浮ビ上ツテ使用サレルコトトナル0卽チ學名二關シテハ帝國大學理科大學植物標品 
目錄： 19 (1886) ャ矢田部、日本植物 編： 198 (1900) ノ昔二 力へ ツタ 次第 デ、アル。 

(前川文夫） 

〇かはのり臺灣阿里山中二産ス 

かはのり {Prasiola japonica Yatabe ) ハ日本特產ノ種類デアリ、殊二故矢部吉酿博士 
= ヨツ テ有性生殖 ノ機構ガ發見サレ テカラハー 層注目ノ的 トナツタ 淡水產綠藻類デ アルガ、 
ソノ產地トシテハ日光附近ヤ東京府ノ奥多摩.相模川ノ沿岸等ガ知ラレテヰルダケデアツ 
夕。筆者ハ先頃臺灣二採集二行ツタ折二阿里山デ營林所關係ノ人々ガ同地ノ溪流二自生ス 
ル 藻類ヲ食用二供ス ル コトヲ聞キ、或 ハかは のりカト思ヒ早速ソノ正體ヲ見タクナツタガ、 
幸ヒニモ同地ノ營林所=勤務セラレル武末直之氏ヨリ立派ナ腊葉ヲ割愛サレ、更ニソノ翌 
1 月 26 日山下伊三郎氏ハ数里ノ道ヲ遠シトセズニ生品ヲ採集シテ著者二惠送サレク。檢鏡 
調査/結果 Prasiola 屬ナル コト ノ 、疑フ 餘地ガナイガ、果シテ P . japonica p 力、產 
地ガ アマ.リ =モ南 二位 ス ル モノデ或ハ 外國產 ノモ ノト 共肆カモ知レヌ シ 新種 トナルカ モ知 
レナイノデ'、素人ノ筆者ハ最後ノ斷定ヲ専門家=讓リ、夕{かはわり屬ノー種ガ阿里山附 
近ノ溪流二相當廣ク分布 シテ ヰルコ ト ヲ報吿スルニ止 メル。 終リニ標本ヲ惠與サレタ兩氏 

• (佐藤正己） 


二厚ク感謝ノ意ヲ表 スル。 
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